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連結売上高

213億円
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2期連続
過去最高売上

更新

（Millions of yen）

vｓ 22/3 +11.0%



連結損益計算書

実績 売上比 増減額 増減率 実績 売上比

売上高 21,307 100.0 +2,114 +11.0 19,193 100.0

　 売上原価 7,315 34.3 +1,111 +17.9 6,204 32.3

　 販管費 11,967 56.2 +1,640 +15.9 10,327 53.8

営業利益 2,024 9.5 ▲636 ▲23.9 2,661 13.9

経常利益 2,043 9.6 ▲547 ▲21.1 2,591 13.5

当期純利益※ 1,423 6.7 ▲711 ▲33.3 2,135 11.1

※親会社株主に帰属する当期純利益

（Millions of yen , ％）

2022年3月期2023年3月期 前期比増減
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Sheet1

				（Millions of yen , ％）				2023年3月期 ネンガツキ						前期比増減 ゼンキヒゾウゲン						2022年3月期 ネンガツキ

								実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ				増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ

				売上高 ウリアゲダカ				21,307		100.0				+2,114		+11.0				19,193		100.0

				　 売上原価 ウリアゲゲンカ				7,315		34.3				+1,111		+17.9				6,204		32.3

				　 販管費 ハンカンヒ				11,967		56.2				+1,640		+15.9				10,327		53.8

				営業利益 エイギョウリエキ				2,024		9.5				▲636		▲23.9				2,661		13.9

				経常利益 ケイジョウリエキ				2,043		9.6				▲547		▲21.1				2,591		13.5

				当期純利益※ トウキジュンリエキ				1,423		6.7				▲711		▲33.3				2,135		11.1

				※親会社株主に帰属する当期純利益 トウキジュンリエキ





Sheet2

				23/3				22/3

				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ		実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ				増減 ゾウゲン

		売上高		21,307,946,329		100.0%		19,193,099		100.0%

		売上原価		7,315,297,936		32.3%		6,204,233		32.3%

		売上総利益		13,992,648,393		67.7%		12,988,865		67.7%

		販管費		11,967,976,516		53.8%		10,327,336		53.8%

		営業利益		2,024,671,877		13.9%		2,661,530		13.9%

		営業外収益		146,260,946		0.1%		23,231		0.1%

		営業外費用		127,072,214		0.5%		93,469		0.5%

		経常利益		2,043,860,609		13.5%		2,591,291		13.5%

		特別利益		25,000,000		1.6%		310,827		1.6%

		特別損失		299,063,515		0.8%		152,314		0.8%

		税引前純利益		1,769,797,094		14.3%		2,749,804		14.3%

		法人税等		334,070,689		3.2%		615,059		3.2%

		当期純利益		1,423,719,954		11.1%		2,134,745		11.1%

		売上高 ウリアゲダカ		21,307,946		100		19,193		100

		　 売上原価 ウリアゲゲンカ		7,315,297		32		6,204		32

		　 販管費 ハンカンヒ		11,967,976		54		10,327		54

		営業利益 エイギョウリエキ		2,024,671		14		2,661		14

		経常利益 ケイジョウリエキ		2,043,860		14		2,591		14

		四半期純利益※ シハンキジュンリエキ		1,423,719		11		2,134		11







2023年3月期における6.3億円の減益要因：
ODEV製品仕入・ODEV販管費に関する円安の影響（▲5.1億円）及び営業活動の増加等に伴う
販管費増（▲5.7億円）を、増収に伴う粗利拡大（+4.5億円）でカバーするに至らなかった

前期営業利益比較分析

50期～51期営業利益：増減分析（単位：億円）
備考：販管費増はグラフ上ではマイナス方向で表記

7
増収に伴う粗利拡大

（＋4.5億円）

販管費増
（▲5.7億円）

2022年
3月期

26.６

▲6.3億円

20.2

人件費 支払報酬 海外渡航
研究開発

販売
関連費用

販管費
その他

売上控除 償還下落
ODEV

粗利益増減
売上
その他為替影響

MDM
粗利益増減

2023年
3月期



主要品目別連結売上高
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（Millions of yen , ％） 実績 構成比 増減額 増減率 実績 構成比

12,601 59.1 +192 +1.6 12,409 64.7
人工関節 4,738 22.2 +18 +0.4 4,719 24.6
骨接合材料 4,322 20.3 +206 +5.0 4,115 21.4
脊椎固定器具 3,185 15.0 +60 +1.9 3,125 16.3
その他 354 1.7 ▲93 ▲20.9 448 2.3

8,951 42.0 +1,880 +26.6 7,070 36.8
人工関節 8,910 41.8 +1,865 +26.5 7,044 36.7
脊椎固定器具 40 0.2 +14 +54.8 26 0.1

21,552 101.1 +2,072 +10.6 19,479 101.5
△ 244 △ 1.1 ▲42 - △ 286 △ 1.5

21,307 100.0 +2,114 +11.0 19,193 100.0

自社製品売上 17,377 80.6 +1,936 +12.5 15,441 79.3

ドルベース※2 66,330 +3,690 +5.9 62,640
※1　換算レート（円） 134.95 +22.07 112.88
※2　Thousands of dollars      ※3　売上控除：収益認識基準適用に伴う控除。

合計

日本国内売上

米国売上※1

2023年3月期 2022年3月期対前期比増減

売上控除※3
売上控除前小計


Sheet1 (2)

								2023年3月期 ネンガツキ						対前期比増減 タイゼンキヒゾウゲン						2022年3月期 ネンガツキ

				（Millions of yen , ％）				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ

				日本国内売上 ニホンコクナイウリアゲ				12,601		59.1				+192		+1.6				12,409		64.7

						人工関節 ジンコウカンセツ		4,738		22.2				+18		+0.4				4,719		24.6

						骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		4,322		20.3				+206		+5.0				4,115		21.4

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		3,185		15.0				+60		+1.9				3,125		16.3

						その他 タ		354		1.7				▲93		▲20.9				448		2.3

				米国売上※1 ベイコクウリアゲ				8,951		42.0				+1,880		+26.6				7,070		36.8

						人工関節 ジンコウカンセツ		8,910		41.8				+1,865		+26.5				7,044		36.7

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		40		0.2				+14		+54.8				26		0.1

				売上控除前小計 バイアコウジョマエショウケイ				21,552		101.1				+2,072		+10.6				19,479		101.5

				売上控除※3 ウリアゲコウジョ				△ 244		△ 1.1				▲42		-				△ 286		△ 1.5

				合計 ゴウケイ				21,307		100.0				+2,114		+11.0				19,193		100.0

						自社製品売上		17,377		80.6				+1,936		+12.5				15,441		79.3

						ドルベース※2　		66,330						+3,690		+5.9				62,640

						※1　換算レート（円） カンサンエン		134.95						+22.07						112.88

						※2　Thousands of dollars      ※3　売上控除：収益認識基準適用に伴う控除。 ウリアゲコウジョシュウエキニンシキキジュンテキヨウトモナコウジョ





Sheet2

						22/3,H1						vs 21/3,H1						vs 20/3,H1

		（単位：百万円、％）				予測値 ヨソクチ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				増減額		増減率

		日本国内売上 ニホンコクナイウリアゲ				12409054.952		0.6465373389				1345130.709		0.1215780838				1487096.869		0.1361566175				12409		64.6537338852				1345		12.1578083821				1487		13.6156617495

				人工関節 ジンコウカンセツ		4719849.241		0.2459138734				320385.757		0.0728238246				203335.755		0.0450205132				4719		24.5913873366				320		7.2823824579				203		4.5020513197

				骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		4115991.38		0.2144516342				418433.534		0.1131648378				355514.098		0.0945396213				4115		21.4451634218				418		11.3164837827				355		9.4539621261

				脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		3125154.852		0.1628270089				546360.685		0.211866729				913559.449		0.4130771152				3125		16.2827008932				546		21.1866729028				913		41.3077115172

				人工骨・その他 ジンコウコツタ		448059.479		0.0233448223				59950.733		0.154468905				14687.567		0.0338913681				448		2.3344822335				59		15.446890496				14		3.3891368114

		米国売上※1 ベイコクウリアゲ				7070875.899		0.3684072079				1396625.357		0.2461338897				-90353.382		-0.0126170212				7070		36.8407207864				1396		24.6133889694				-90		-1.2617021248

				人工関節 ジンコウカンセツ		7044691.125		0.3670429272				1387678.344		0.2453023173				-81991.832		-0.011504908				7044		36.704292717				1387		24.5302317269				-81		-1.1504908033

				骨接合材料・その他 コツセツゴウザイリョウタ		26184.774		0.0013642807				8947.013		0.5190356799				-8361.55		-0.2420387767				26		0.1364280694				8		51.9035679866				-8		-24.2038776687

		売上控除前小計 バイアコウジョマエショウケイ				19479930.851		1.0149445467				2741756.066		0.1638025711				1396743.487		0.0772398947				19479		101.4944546715				2741		16.3802571142				1396		7.7239894654

		売上控除※2 ウリアゲコウジョ				-286832.16		-0.0149445467				-286832.16		0				-286832.16		0				-286		-1.4944546715				-286		0				-286		0

		合計 ゴウケイ				19193098.691		1				2454923.906		0.1466661651				1109911.327		0.0613780803				19193		100				2454		14.6666165071				1109		6.1378080349

						0						0		0				0		0

				自社製品売上		15441939.407		0.8045568699				2072216.966		0.1549932674				418999.366		0.0278906369				15441		80.4556869925				2072		15.4993267448				418		2.789063691

						0						0		0				0		0

				※1　ドルベース(千ドル） セン		62640.64379						9195.6919		0.1720591295				-2992.47216		-0.0455939371				62640						9195		17.2059129531				-2992		-4.5593937095

				※1　換算レート（円） カンサンエン		112.88						6.71		0.0632005275				3.77		0.0345522867				112.88						6.71						3.77







日本市場
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日本国内売上【前年同四半期比較】
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（Millions of yen）
会計期間 1Q 2Q 3Q 4Q 通期

対前期増減比（%） ＋7.8 ＋3.8 ▲3.4 ▲0.5 ＋1.6

-20.0%

-10.0%
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10.0%

20.0%

2,000

3,000

4,000

1Q 2Q 3Q 4Q

2022年3月期（第50期）

2023年3月期（第51期）

増減率

【上半期】
 大腿骨頚部転子部骨折治療分野への注力に

より獲得症例数が伸長
【下半期】
 第３四半期会計期間（前連結会計年度比）に

一部病院施設にて医療従事者不足の影響も
あり獲得症例数が減少

 暖冬の影響で骨折症例が減少

【通期】
 通期売上高は、2022年４月、2023年１月

実施の償還価格引下げ等による影響
（▲2.4%）あったが、 獲得症例数が増加し
たことでプラス成長（+1.6%）となった。
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日本国内売上 【人工関節】
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成長維持
BHA※1堅調
THA※2堅調

Entrada成長
Intellijoint HIP®ナビ

導入効果

vs 22/3 ＋0.4%
（Millions of yen）

※1 人工骨頭置換術
※2 人工股関節置換術

償還価格引下げ等の影響大
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日本国内売上 【骨接合材料】
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vs 22/3 ＋5.0%
堅調

大腿骨頚部転子部
骨折治療製品

PHS(自社製品)

ASULOCK(他社商品)

2桁成長

（Millions of yen）
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ODEV products Other products

日本国内売上 【脊椎固定器具】
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堅調
Pisces(自社新製品)

Lynx Plate(他社商品)

vs 22/3 ＋1.9%（Millions of yen）

KMC製BKP成長スローダウン



米国市場
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（Thousands of dollars）

米国売上

$66.3M
vs 22/3 ＋5.9%

過去最高
売上高更新

$65.6M



米国売上 【前年同四半期比較】
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（Thousands of dollars）

-20.0%
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10.0%

20.0%

10,000

15,000

20,000

1Q 2Q 3Q 4Q

2022年3月期（第50期）

2023年3月期（第51期）

増減率

会計期間 1Q 2Q 3Q 4Q 通期

対前期増減比（%） ▲1.6 ＋5.9 ＋9.0 ＋10.6 +5.9

4Q 2桁成長
回復

上半期のサプライチェーン問題（業界全体）が
下半期に改善傾向

 上半期は延期せざるを得なかった新規顧客
獲得活動を下半期より再開したことにより、新規
顧客獲得が加速し、最終的に第4四半期は2桁成
長へ回復した



米国売上 【人工関節・製品別】

0

10,000
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19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3

膝関節【Knee】
$42.8M

vs 22/3 ＋9.0%

股関節【Hip】
$23.1M

vs 22/3 ＋0.3%

17※DePuy Synthes 社向け「KASM」販売等除く

（Thousands of dollars）

膝関節
BKS Revision Knee

好調維持
股関節

競合他社による
新製品投入の影響



2024年3月期 通期業績予想２．
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2024年3月期（第52期）の戦略
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日本市場 米国市場

 人工関節・脊椎固定器具分野新製(商)品の全国展開

 大腿骨頚部転子部骨折治療分野の症例獲得に注力

 営業体制強化による顧客基盤の強化

 人工股関節販売強化：手術支援システム （Intellijoint

HIP®ナビゲーションシステム）の継続運用

 三井化学株式会社との共同開発を推進

 UHKAS（ODEV社主催）による顧客基盤の強化

 West地区営業体制強化

 新製品の全国展開による販売強化

 手術支援システム（Naviswiss）の運用による

人工関節販売強化

 製造原価削減

売上高拡大を軸とした営業利益増を目指す



【業績予想】連結損益計算書

予測値 売上比 増減額 増減率 実績 売上比

売上高 23,300 100.0 +1,992 +9.3 21,307 100.0

　 売上原価 7,800 33.5 +485 +6.6 7,315 34.3

　 販管費 13,000 55.8 +1,033 +8.6 11,967 56.2

営業利益 2,500 10.7 +475 +23.5 2,024 9.5

経常利益 2,400 10.3 +356 +17.4 2,043 9.6

当期純利益※ 1,500 6.4 +76 +5.4 1,423 6.7

※親会社株主に帰属する当期純利益

（Millions of yen , ％）

2023年3月期2024年3月期 前期比増減
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Sheet1

				（Millions of yen , ％）				2024年3月期 ネンガツキ						前期比増減 ゼンキヒキヒゾウゲン						2023年3月期 ネンガツキ

								予測値 ヨソクチ		売上比 ウリアゲヒ				増減額 ゾウゲンガク		増減率 ゾウゲンリツ				実績 ジッセキ		売上比 ウリアゲヒ

				売上高 ウリアゲダカ				23,300		100.0				+1,992		+9.3				21,307		100.0

				　 売上原価 ウリアゲゲンカ				7,800		33.5				+485		+6.6				7,315		34.3

				売上総利益 ウリアゲソウリエキ				14,700		66.8				+1,711		+13.2				12,988		67.7

				　 販管費 ハンカンヒ				13,000		55.8				+1,033		+8.6				11,967		56.2

				営業利益 エイギョウリエキ				2,500		10.7				+475		+23.5				2,024		9.5

				　 営業外損益 エイギョウガイソンエキ				△ 100		△ 0.5				△ 29		+42.4				△ 70		△ 0.4

				経常利益 ケイジョウリエキ				2,400		10.3				+356		+17.4				2,043		9.6

				　 特別損益 トクベツソンエキ				△ 60		△ 0.3				△ 218		△ 137.9				158		0.8

				当期純利益※ トウキジュンリエキ				1,500		6.4				+76		+5.4				1,423		6.7

				※親会社株主に帰属する当期純利益





Sheet2

		速報 ソクホウ		予算 ヨサン		差異 サイ		予算比 ヨサンヒ		前期 ゼンキ		差異 サイ		前期比 ゼンキヒ

		18,083								16,729		1,354		8		18,083		100.0				1,354		8				16,729		100.0				8

		5,279								4,917		362		7		5,279		29.2				362		7				4,917		29.4				7

		12,804								11,812		992		8		12,804		70.8				992		8				11,812		70.6				8

		10,160								9,577		583		6		10,160		56.2				583		6				9,577		57.2				6

		2,645								2,235		410		18		2,645		14.6				410		18				2,235		13.4				18

		32								105		(72)		(69)		(63)		-0.3				(36)		137				(26)		-0.2				(41)

		95								131		(36)		(27)		2,582		14.3				373		17				2,208		13.2				16

		2,582								2,208		373		17		34		0.2				73		(187)				(39)		-0.2				0

		103								0		103				2,165		12.0				180		9				1,985		11.9				9

		69								39		30		76

		2,616								2,169		446		21		18,083		100.0				1,354		8.1				16,728		100.0

		451								185		266		144		5,278		29.2				361		7.4				4,916		29.4

		2,165								1,985		180		9		12,804		70.8				992		8.4				11,811		70.6

																10,159		56.2				582		6.1				9,576		57.2

				100												2,644		14.6				409		18.3				2,234		13.4

																(62)		-0.3				(36)		136.9				(26)		-0.2

																2,581		14.3				373		16.9				2,208		13.2

																34		0.2				73		-186.8				(39)		-0.2

																2,164		12.0				180		9.1				1,984		11.9





Sheet2 (2)

		予算 ヨサン				予算 ヨサン		差異 サイ		予算比 ヨサンヒ		前期 ゼンキ				差異 サイ		前期比 ゼンキヒ

		22,000		100.0								19,193		100.0		2,807		1		22,000		100.0				2,807		15				19,193		100.0				1

		7,300		33.2								6,204		32.3		1,096		1		7,300		33.2				1,096		18				6,204		32.3				1

		14,700		66.8								12,989		67.7		1,711		1		14,700		66.8				1,711		13				12,989		67.7				1

		11,900		54.1								10,327		53.8		1,573		1		11,900		54.1				1,573		15				10,327		53.8				1

		2,800		12.7								2,662		13.9		138		1		2,800		12.7				138		5				2,662		13.9				1

		0		0.0								23		0.1		(23)		0		(100)		-0.5				(30)		42				(70)		-0.4				(1)

		100		0.5								93		0.5		7		1		2,700		12.3				109		4				2,591		13.5				1

		2,700		12.3								2,591		13.5		109		1		(60)		-0.3				(219)		(138)				159		0.8				0

		0		0.0								311		1.6		(311)		0		1,850		8.4				(285)		(13)				2,135		11.1				0

		60		0.3								152		0.8		(92)		0

		2,640		12.0								2,750		14.3		(110)		1		22,000		100.0				2,806		14.6				19,193		100.0

		790		3.6								615		3.2		175		1		7,300		33.2				1,095		17.7				6,204		32.3

		1,850		8.4								2,135		11.1		(285)		1		14,700		66.8				1,711		13.2				12,988		67.7

																				11,900		54.1				1,572		15.2				10,327		53.8

						1,000														2,800		12.7				138		5.2				2,661		13.9

																				(100)		-0.5				(29)		42.4				(70)		-0.4

																				2,700		12.3				108		4.2				2,591		13.5

																				(60)		-0.3				(218)		-137.9				158		0.8

																				1,850		8.4				(284)		-13.3				2,134		11.1







【業績予想】主要品目別連結売上高明細

（Millions of yen , ％） 予測値 構成比 増減額 増減率 実績 構成比

13,580 58.2 +978 +7.8 12,601 59.1

人工関節 5,260 22.6 +521 +11.0 4,738 22.2

骨接合材料 4,500 19.3 +177 +4.1 4,322 20.3

脊椎固定器具 3,460 14.8 +274 +8.6 3,185 15.0

その他 360 1.5 +5 +1.5 354 1.7

10,000 42.9 +1,048 +11.7 8,951 42.0

人工関節 10,000 42.9 +1,090 +12.2 8,910 41.8

脊椎固定器具 - - △40 △100.0 40 0.2

23,580 101.2 +2,028 +9.4 21,552 101.1

△ 280 △ 1.2 △ 35 +14.4 △ 244 △ 1.1

23,300 100.0 +1,992 +9.3 21,307 100.0

自社製品売上 19,060 80.8 +1,683 +9.7 17,377 80.6

ドルベース※2 74,074 +7,745 +11.6 66,330
※1　換算レート（円） 135.00 +0.05 134.95
※2　Thousands of dollars

合計

日本国内売上

米国売上※1

2024年3月期 2023年3月期前期比増減

売上控除
売上控除前小計
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Sheet1 (2)

								2024年3月期 ネンガツキ						前期比増減 キヒゾウゲン						2023年3月期 ネンガツキ

				（Millions of yen , ％）				予測値 ヨソクチ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ

				日本国内売上 ニホンコクナイウリアゲ				13,580		58.2				+978		+7.8				12,601		59.1

						人工関節 ジンコウカンセツ		5,260		22.6				+521		+11.0				4,738		22.2

						骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		4,500		19.3				+177		+4.1				4,322		20.3

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		3,460		14.8				+274		+8.6				3,185		15.0

						その他 タ		360		1.5				+5		+1.5				354		1.7

				米国売上※1 ベイコクウリアゲ				10,000		42.9				+1,048		+11.7				8,951		42.0

						人工関節 ジンコウカンセツ		10,000		42.9				+1,090		+12.2				8,910		41.8

						脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		-		-				△40		△100.0				40		0.2

				売上控除前小計 バイアコウジョマエショウケイ				23,580		101.2				+2,028		+9.4				21,552		101.1

				売上控除 ウリアゲコウジョ				△ 280		△ 1.2				△ 35		+14.4				△ 244		△ 1.1

				合計 ゴウケイ				23,300		100.0				+1,992		+9.3				21,307		100.0

						自社製品売上		19,060		80.8				+1,683		+9.7				17,377		80.6

						ドルベース※2		74,074						+7,745		+11.6				66,330

						※1　換算レート（円） カンサンエン		135.00						+0.05						134.95

						※2　Thousands of dollars





Sheet1

						23年3月期 ネンガツキ						前期比増減 キヒゾウゲン						22年3月期 ネンガツキ						23年3月期 ネンガツキ						前期比増減 キヒゾウゲン						22年3月期 ネンガツキ

		（Millions of yen , ％）				予測値 ヨソクチ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ				予測値 ヨソクチ		構成比 コウセイヒ				増減額		増減率				実績 ジッセキ		構成比 コウセイヒ

		日本国内売上 ニホンコクナイウリアゲ				13200000		0.6				790945.048		0.0637393461				12409054.952		0.6465373389				13200		60				790		6.3739346071				12409		64.6537338852

				人工関節 ジンコウカンセツ		4900000		0.2227272727				180150.759		0.0381687528				4719849.241		0.2459138734				4900		22.2727272727				180		3.8168752814				4719		24.5913873366

				骨接合材料 コツセツゴウザイリョウ		4469000		0.2031363636				353008.62		0.0857651505				4115991.38		0.2144516342				4469		20.3136363636				353		8.5765150461				4115		21.4451634218

				脊椎固定器具 セキツイコテイキグ		3459000		0.1572272727				333845.148		0.1068251539				3125154.852		0.1628270089				3459		15.7227272727				333		10.6825153892				3125		16.2827008932

				人工骨・その他 ジンコウコツタ		372000		0.0169090909				-76059.479		-0.1697530854				448059.479		0.0233448223				372		1.6909090909				-76		-16.9753085393				448		2.3344822335

		米国売上※1 ベイコクウリアゲ				9100000		0.4136363636				2029124.101		0.2869692708				7070875.899		0.3684072079				9100		41.3636363636				2029		28.6969270849				7070		36.8407207864

				人工関節 ジンコウカンセツ		9100000		0.4136363636				2055308.875		0.291752873				7044691.125		0.3670429272				9100		41.3636363636				2055		29.1752872983				7044		36.704292717

				骨接合材料・その他 コツセツゴウザイリョウタ				0				-26184.774		-1				26184.774		0.0013642807				0		0				-26		-100				26		0.1364280694

		売上控除前小計 バイアコウジョマエショウケイ				22300000		1.0136363636				2820069.149		0.144767924				19479930.851		1.0149445467				22300		101.3636363636				2820		14.4767924002				19479		101.4944546715

		売上控除 ウリアゲコウジョ				-300000		-0.0136363636				-13167.84		0.0459078229				-286832.16		-0.0149445467				-300		-1.3636363636				-13		4.5907822888				-286		-1.4944546715

		合計 ゴウケイ				22000000		1				2806901.309		0.1462453434				19193098.691		1				22000		100				2806		14.6245343401				19193		100

																		0																		0

				自社製品売上		17942000		0.8155454545				2500060.593		0.1619006866				15441939.407		0.8045568699				17942		81.5545454545				2500		16.1900686637				15441		80.4556869925

																		0																		0

				※1　ドルベース(千ドル） セン		71093.75						8453.10621		0.1349460302				62640.64379						71093						8453		13.4946030222				62640

				※1　換算レート（円） カンサンエン		128						15.12		0.1339475549				112.88						128						15.12		13.3947554926				112.88

						1000																		1000







【業績予想】設備投資等推移
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（単位：百万円）

2019年
3月期
実績

2020年
3月期
実績

2021年
3月期
実績

2022年
3月期
実績

2023年
3月期
実績

2024年
3月期
予想

　設 備 投 資 2,075 1,812 1,586 1,665 1,317 2,160

　減価償却費※ 1,159 1,385 1,386 1,420 1,549 1,600

　研究開発費 484 470 459 485 662 767
　　※製造原価算入の減価償却費を含むため、損益計算書上の「減価償却費」とは一致しておりません。


Sheet1

				（単位：百万円） タンイヒャクマンエン		2003/5		2004/5		2005/5		2006/5		2007年
5月期
実績 ネンガツキジッセキ		2008年
5月期
実績 ネンガツキジッセキ		2009年
5月期
実績 ネンガツキジッセキ		2010年
5月期
実績 ネンガツキジッセキ		2011年
5月期
実績 ネンガツキジッセキ		2012年
3月期
実績※2 ネンガツキジッセキ		2013年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2014年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2015年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2016年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2017年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2018年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2019年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2020年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2021年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2022年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2023年
3月期
実績 ネンガツキジッセキ		2024年
3月期
予想 ネンガツキヨソウ

				　設 備 投 資 セツソナエトウシ		1,102		1,409		1,912		5,131		2,254		558		389		780		836		888		1,673		1,351		1,116		1,884		1,107		995		2,075		1,812		1,586		1,665		1,317		2,160

				　減価償却費※ ゲンカショウキャクヒ		724		901		1,011		1,961		2,376		1,915		1,351		960		826		673		804		927		1,101		893		930		1,014		1,159		1,385		1,386		1,420		1,549		1,600

				　研究開発費 ケンキュウカイハツヒ		380		368		375		464		434		125		155		148		246		214		336		326		330		476		480		594		484		470		459		485		662		767

				　　※製造原価算入の減価償却費を含むため、損益計算書上の「減価償却費」とは一致しておりません。 セイゾウゲンカサンニュウゲンカショウキャクヒフクソンエキケイサンショジョウゲンカショウキャクヒイッチ





Sheet2

		





Sheet3
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サステナビリティ３．
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サステナビリティの取組み（2023年3月期）

24

区分 活動内容

サステナビリティ全般  マテリアリティ（重要課題）の特定

環境

（Environment）

 TCFD コンソーシアム参画

 国連グローバルコンパクトに署名

 環境方針の策定

 TCFD （連結）GHG排出量削減目標の開示

 CDPスコアレベル「B-」評価

社会

（Social）

 人権方針の策定・開示

 多様な人材の活躍推進（キャリア･マネジメント･システム）の開示

・ 多様性の確保を含む人材育成方針、社内環境整備方針の策定

・ ダイバーシティ＆インクルージョン、人材開発の取組み

企業統治

（Governance）

 サステナビリティ委員会の開催（取締役会に報告）

 リスク管理委員会の開催

 コンプライアンス委員会の開催

 コーポレート・ガバナンス・コードの遵守

当社ホームページ 【トップ ＞ サステナビリティ】
（https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/）

https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/


最先端の優れた医療機器の開発と販売を通じて、医療に貢献する

お問い合わせ先 E-MAIL IRサイト

株式会社日本エム・ディ・エム IR室 ir@jmdm.co.jp https://www.jmdm.co.jp/ir/



Appendix
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① マテリアリティ（重要課題）特定

27

当社は、「最先端の優れた医療機器の開発と販売を通じて、医療に貢献する」という
経営理念のもと、優先的に取り組むべき環境・社会課題として、「事業活動におけるマ
テリアリティ」と「事業基盤におけるマテリアリティ」に区分し、６つのマテリアリティを
特定しました。

当社ホームページ 【トップ ＞ サステナビリティ ＞ マテリアリティ】
（https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/materiality/）

種類 属性 マテリアリティ

事業
活動

S 医療への貢献

事業
基盤

E 環境負荷の低減

S

人権尊重への取組み

多様な人材の活躍推進
（CMS：キャリアマネジメントシステム）

G
医療ニーズへの高品質対応

コーポレートガバナンスの推進

【マテリアリティ分布図】 【特定したマテリアリティ】（簡略版）

https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/materiality/
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当社ホームページ 【トップ ＞ サステナビリティ ＞ 環境（E）】
（https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/tcfd/）

当社グループは、環境への取り組みを経営の重要課題と位置付け、社会の責任ある
一員として、地球環境の保全や循環型社会の形成に貢献し、社会から信頼される企業
を目指すために、環境方針を策定・開示しました。

日本エム・ディ・エムグループ環境方針（抜粋）

1.法規制等の遵守
環境保全に関する国際的な宣言、規約、条約、ならびに事業展開している国および地域の
法規制を遵守します。

2.気候変動への対応
気候変動に真摯に向き合い、温室効果ガスの排出を削減し、エネルギーの効率的な使用を
促進します。

3.環境汚染の防⽌ 環境汚染の予防と化学物質等を適切に管理し、環境への影響の未然防止に努めます。

4.資源循環の推進
資源の持続可能な利用及び資源の使用量削減、廃棄物排出量の削減・リサイクルを推進し、
循環型社会の実現に貢献します。

5.水資源の有効活用 水の効率的な使用を通じて水資源の保全に努めます。

6.情報開示 環境に関する積極的な情報開示に努めます。

https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/tcfd/
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当社グループは、 2020年3月期～2022年3月期までの連結GHG排出量スコープ
1、2、3の開示をしました。

当社ホームページ 【トップ ＞ サステナビリティ ＞環境（Environment）】
（https://www.unglohttps://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/tcfd/）

【戦略と目標】

（単位：t-CO₂） スコープ1 スコープ2 スコープ3 合計

2020年3月期（基準年） 1,200 769 28,167 30,136

2021年3月期 1,150 792 22,030 23,972

2022年3月期 1,256 896 26,002 28,154

【（連結）スコープ1.2.3 GHG排出量実績：t-CO₂】

CDP評価（2022年）
「B－」（マネジメントレベル）

https://www.unglohttps/www.jmdm.co.jp/sustainability-action/tcfd/
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当社ホームページ 【トップ ＞ サステナビリティ ＞ 社会（S）】
（https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/social/）

当社グループは、人権尊重の取り組みをグループ全体で推進し、その責務を果たす努力
をしていくために「日本エム・ディ・エムグループ人権方針」を策定・開示しました。

日本エム・ディ・エムグループ人権方針（抜粋）

基本方針

日本エム・ディ・エムグループは、「最先端の優れた医療機器の開発と販売を通
じて、医療に貢献する」ことを経営理念に掲げ、自らのすべての企業活動が、
人権尊重を前提に成り立っているものでなければならないと認識しています。
日本エム・ディ・エムグループは、人権尊重の取り組みをグループ全体で推進し、
その責務を果たす努力をしていきます。

https://www.jmdm.co.jp/sustainability-action/society/
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⑤ 多様な人材の活躍推進（CMS：キャリアマネジメントシステム）

当社グループは、社員一人一人が自分のキャリアを考え、会社や上司との相互作用でキャリア形成
につなげるCMSを導入しています。また、多様性を考慮した人材の選抜型研修や人材ローテー
ション制度を活用した人材育成の仕組みづくりを進めています。

人材育成方針

1. 社員一人一人がキャリアを考え、会社や上司との相
互作用でキャリア形成につなげる仕組み
（CMS（キャリア･マネジメント･システム））の強化及
び運営を推進します。

2. 社会、医療、患者さん、仲間のために、という『貢献
意識』を醸成します。

3. “自分らしさ”を大切に、属性を問わず活躍できるよ
う、全従業員の『個性の発揮』を推進します。

4. キャリアパスを意識し、当社独自の職務分類・職務
要件一覧に基づいた研修プログラムの活用を推進
します。

5. 各ポジションにおける専門性の向上を推進します。

社内環境整備方針

1. 全職階、経営層においても多様性の確保が重要と考え、年齢、性
別、国籍を問わず能力や経験に応じた採用・登用を推進します。

2. 社員の職業生活と家庭生活の両立に資する社内制度を充実さ
せます。
（例：時間単位休暇、フレックスタイム勤務、在宅勤務、コンバイン
ドワーク、地域限定勤務、ウェルカムバック、各種研修、等）

3. 各ポジションにおける専門性を向上させるための研修プログラ
ムの充実を目指します。

4. 自分のキャリアを考えるためのMyキャリア、会社や上司へ意識・要
望などを伝えるMyボイス等のITシステムの活用を推進します。

5. 個人の意思を尊重したキャリアコンサルティング制度、全社員を
対象としたセルフキャリアドック制度を推進します。



32

質問への回答

Q１
本資料20頁「【業績予想】連結損益計算書」において、当期純利益が増減率＋5.4%と他の売上高や営業利益と比較して伸び率
が低い要因は何か

A
2023年3月期は、米国でのR＆D税制の変更により、一時的な税金調整が2.2億円計上し、2024年3月期は同調整が発生し
ないため相対的に当期純利益の伸び率が他の段階利益と比較して低く見えています。

Q２ 連結損益計算書の営業外費用「持分法による投資損失」約0.6億円の要因は何か（決算短信より）

A 中国WOMA社（持分法適用）における投資損失を計上しています。また、2024年3月期も同水準の額を見積もっております。

Q3 本資料20頁「【業績予想】連結損益計算書」において、上期が減益、下期増益という要因は何か

A
2024年3月期下期増益の要因は、日本市場において冬季（下期）に骨折症例が増加し、売上増となること、日米共に新製品の
導入効果が下半期に作用することから、上期・下期で比較すると下期の方が利益水準は高い傾向になります。
2024年3月期上期減益の要因は、2023年3月期の人材投資等の販管費が2024年3月期上期から影響することによります。

Q４
為替レートと営業利益率の関係について、為替の影響（為替感応度）はいくらか。また、現状の為替水準（2024年3月期は
135.00円を想定）で以前の営業利益水準（約10%強）を維持（改善）できるのか

A
為替感応度は１円あたり営業利益0.2億円を想定します。また、利益率については、現状の為替水準で営業利益率が短期的に改
善することは厳しい状況ですが、製造原価を低減する施策として、製造ベンダーの見直しや内製化比率向上による製造原価低
減、収益性の高い自社製品比率を向上（特に米国市場）することで営業利益増（営業利益率の向上）を目指します。
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質問への回答

Q５ 本資料19頁「２０２４年3月期（第52期）の戦略」の日本市場における「営業体制強化による顧客基盤の強化」とは何か

A
当社の製品は、営業活動において手術の立ち合いを行う機会が多く、売上拡大を目指すためには多くの手術の立ち合いを行う
営業人員を増員し、体制を強化する必要があります。同時に、営業体制の強化により日本市場における既存施設シェア（院内シェ
ア率）の向上と新規顧客（新規施設）の獲得にもリソースを費やし、顧客基盤を強化していきます。

Q６ 本資料19頁「２０２４年3月期（第52期）の戦略」の米国市場における「West地区営業体制強化」とは何か

A
West地区が近年不振であったことから、同地区営業責任者やリージョナルセールスマネージャーを交代しました。特に同地区
（人口の多いカリフォルニア州）は、多くの症例を獲得できる可能性があり、West地区の営業体制強化に取り組みます。
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